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緑のコーディネーター通信   

 （財）福岡市森と緑のまちづくり協会で

は４月１日、新しくホームページに「まち

をみどりに.com」のサイトを開設しまし

た。かわいい“グリッピ”が登場して色々

案内してくれます。みどり関係のお知らせ

やイベントの紹介、研修会のお知らせ等を

紹介しています。その他にも緑化活動の支

援制度や活動団体の紹介、みどりの冊子の

ご案内も行っています。 

 「まちをみどりに.com」で検索してくだ

さ い 。 ま た は 当 協 会 の ホ ー ム ペ ー ジ

「http://www.mori-midori.com」からも

開けます。登録していただければ情報を書

き込む事もできます。（現在準備中です） 

 開設したばかりで、今からどんどん充実

させていこうと思っていますので、皆様の

ご意見をお聞かせください。 
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 記事投稿のしかた 

本誌に記事を載せたい方は

事務局にご連絡の上、記事

内容を書面（メール可）で

提出してください。記事の

量によっては、重要箇所の

みの掲載となります。活動

参加者募集等を行う場合

は、必ず連絡先、連絡方法

を明記してください。５月

号（５月２０日前後発行）

への投稿〆切日は５月１０

日です。それ以降の投稿は

６月号への掲載になりま

す。みんなが気持ちよく新

聞を利用できるようルール

を守りましょう。 

平成２０年度版 

「緑のコーディネーター登録リスト」を配布します 

 comcomcom    

           

 平成２０年度は新しく３期生を迎え『緑

のコーディネーター』は１４２名になりま

した。５月より新しい登録リストを各区役

所や公民館、情報プラザに配布して閲覧で

きるようにします。また“（財）福岡市森

と緑のまちづくり協会”のホームページ

〈緑のコーディネーター情報〉でも検索で

きます。 

 今年度も、明るく・楽しく・元気に頑張

りましょう！ 

 

グリッピが目印です 
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ƺ ǵȱɶɅȡɋɶȽɶẎԍѫ ǜȚǒȐǵ Ǯ

ǠƳƻ 

 ３月１７日（月）東区若宮の「老人いこいの家」

でハンギングバスケットの作り方を勉強しました。

地域活動（老人会のお世話・アンビシャス・子供育

成等）をされている「パレット」の会員１７名の参

加がありました。 

 緑のコーディネーター活動は、ボランティアの集

まりから広がっていくことを感じ、パレットの方々 

には感謝しながらの活動でした。 

 

ү▌̝ 
   ҲḸף ˗  

 ờ ᾛἶ    ҲḸף ˗  

 ƺ ǵȱɶɅȡɋɶȽɶ ˝ ǜȚǒȐǵ

ǮǠƳƻ 

 昨年、緑のコーディネーター

養成講座実践にて西区姪浜小学

校の花壇整備を行った時に構内

に植えられた桜（ソメイヨシ

ノ）の幹の傷がひどいのに驚き

ました。 

 幹下部を見てみると樹皮には

大きな剥がれや割れがあり、苔

も発生し樹皮の下からは「丌定

根」が生じている等、樹勢はか

なり落ちていると考えられます。 

 交配種であるソメイヨシノの寿命は短く、およそ

６０年位と言われていますが、最

近では適切な管理や樹勢回復を試

みることによって、寿命は伸びる

傾向にあります。この桜も相当の

高齢であると思われるので、尐し

でも長生きをしてもらうために樹

勢の回復を試みることにしまし

た。 

 第一段階として、樹皮の下から

出ている丌定根を地中まで導くた

めに「ヘゴ材」を地

上から丌定根まで

（約６０㎝）伸ば

し、ミズゴケを巻

き、さらに黒ビニー

ルで覆いをしまし

た。＊雨水が入るよ

うに上部は開けてい

ます。 

 丌定根の養生の方法については、その多くが丌定

根にミズゴケを巻き、二つ割にした竹筒で挟むとい

うものみたいですが、今回は初？の試みとして「ヘ

ゴ材」を使ってみました。 

２ケ月後の丌定根の様子を見て

みましたが、干からびて短く

なっていた「丌定根」が水を得

てとてもみずみずしく元気に

なっていました。 

 丌定根が地中に入れば、根の

地上部は新しい幹となり、そこ

から若く新しい芽が出てきて、

さらに長生きが出来る…ことを

期待しながら、経過観察を続け

たいと思っています。 

⁸ẏ׀ ʝ ʹ 
   ҲḸף ˗  

ƺ ǵȱɶɅȡɋɶȽɶ♥ ǭȒἧǜȚǒȐǵ

ǮǠƳƻ 

 ３月１７日（月）晴天に恵まれ、私たち「片江市

民緑地グリーンメイトの会」「園芸福祉ふくおか

ネット」「花の善意銀行」のメンバー２５名で夏目

漱石の桃源郷、草枕の里「てんすい」に研修に行っ

て来ました。 

 草枕交流会では、館長さん直々のお出迎えを受

け、館長さんのお話と

草枕と小天に関わる全

体を映像で紹介してい

ただきました。その後

隣接の「花の館」で、

寄せ植えの体験をして

各自それを持ち帰り家

で育てています。 

大変充実した楽しい 

一日でした。   和気あいあいと楽しい勉強会でした   「花の館」で寄せ植え体験 
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ディネーターも七隈ラインの緑化活動を…との動機

で立ち上がったグループです。この度、始めての参

加でしたが、意義のある一日を過ごすことができま

した。その他の駅舎でも活動を行いたいとの声もあ

がっているとのことです。七隈ライン駅舎が花や緑

でいっぱいになり快適な都市環境を創出することを

楽しみに致しております。 

 

 

 

             

ƺ ǵȱɶɅȡɋɶȽɶὄ ᴫἧǜȚǒȐǵ Ǯ

ǠƳƻ 

 ３月１３日（木）「地下鉄駅舎（七隈線）緑化グ

ループ研修会」を実施しました。参加者は１３名。 

桜坂駅舎を見学し、「桜坂環境を守る会」の伴仲会

長より活動について詳細をお伺いしました。その

後、茶山・金山・七隈・福大前の各駅舎を廻り、具

体的にプランター等の設置可能場所をそれぞれ確認

しました。 

 福大の学食にて昼食後、福大薬草園を散策し、さ

まざまな薬草を観察。暖かい陽射しを受け、春の訪

れを身近に感じるひとときを過ごしました。 

 最後に城南区役所を訪問し、これからの活動につ

いて前向きな話し合いがなされました。 

 地下鉄駅舎（七隈線）緑化グループは、かもめ広

場の役目終了後の花のプランターの有効活用を基本

に、桜坂駅舎の緑化活動を地域の方が積極的にされ

ていらっしゃるのを意気に感じ、是非とも緑のコー

᷂ʤ ʟ ӓ  Ҳ Ồ     

                ҲḸף ƺ ˗ƻ 

桜坂環境を守る会が管理されているプランター 

 Ῥ  Ҥ ꜘ   

                   ҲḸף ƺ ˗ƻ 

ƺ ǵȱɶɅȡɋɶȽɶ ʿ ἧǜȚǒȐǵ

ǮǠƳƻ 

 片江市民緑地グリーンメイトの会勉強会がご縁

で『レスカ』の木が復興支援の木となりました。

会発足時１年間、樹木医（元九大教授）白石先生

に植物の講義をしていただいた際、１本の木に

「レモン」「すだち」「かぼす」の実がなる木の

存在を知りました。かもめ広場緑化支援でご縁が

できた島の人たちが、島に帰る時送りたいので

「先生５０本ください」とあつかましく申し出ま

したところ、こころよく承諾していただき、掘り

起こしから運搬までしていただいて実現のはこび

となり、島の方も大歓迎でかもめ広場まで漁船で

受け取りにこられました。この木は名前があった

ほうがいいね！ということで各実のかしらを取り

『レスカ』と名づけました。 

 ４月６日（日）防災どんたくイベントとして、

グリーンメイト有志・緑のコーディネーター・園

芸福祉ふくおかネット・防災関係者・緑化推進課

有志、総勢３６名の方が植樹に参加、緑進協会寄

贈の桜の木を島の子供達とともに植樹したのち、

４７戸の戸建ての庭に１軒ずつ希望の場所に植え

て行きました。漁業の島、３種の実はお魚の味を引き

立てやがて特産品になればと夢見て作業しました。お

昼はふれあい広場で炊き出しがあり、参加者２００名

と交流を深め、おみやげに玄海島名産「くじらめし」

をいただきました。帰りはたくさんの島の方が見送り

にこられ、手を振って感謝の気持ちを表されました。 

 『レスカ』は災害復興を応援する木として、神戸の

『人と防災未来センター』に被災地交流のシンボルと

して２本、防災どんたくに参加した“ひまわりおじさ

ん”荒井さんが持ち帰り寄贈されました。 

  レスカの木の前で 右が白石先生 



ƺ ӳ Ⱦɞ ǠȒ̝ǒȐǵǑ ȐǢǮǠƳƻ 

 私どものＮＰＯで、子どもたちに水と緑のつながりを自

発的に考えてもらうためのアンケート式環境教材「雨水と

くらしのアンケート」を作成しました。 

 この教材を活用して、今年度福岡市内の小学校での環境

教育の活動を行っていきたいと考えています。 

 この「水の大切さを知り、緑の大切さを学ぶ」活動に賛

同してご協力いただける方を募集しています。 

 まずは「どんな教材か？」の説明会をします。関心のあ

る方はどうぞいらしてください。もちろん無料で自由参加

です。 

◆日時：５月１３日（火）１０：３０～ 

◆場所：あすみん 畳スペース 

◆連絡先：担当 山下   

ẑỷ  

 

ṑṑṑ ̝   ˗  

       小学校教材の表紙 

  3月号でお知らせしていました、片江市民緑地でのお花見会が、春爛漫の４月１２日（土）に行われま

した。当日は緑のコーディネーター・園芸福祉ふくおかネット・行政の２４名が参加。今年は肌寒い日

が続いたのか「夫婦桜」の開花はチラホラでしたが、ソメイヨシノの花吹雪の下でのお花見になりまし

た。お天気にも恵まれ、のどかな春の１日でした。 

 コーディネーターの皆様も「お花見」はされましたか？ 花の名所・銘木など、おすすめスポットが

ありましたらお知らせください。 

˗ҵᾯ ̈ ˲˗ Ҳ  
 ４月の人事異動で市役所の緑化推進課長 

（村上 太）が異動にな

りました。後任は… 

福岡市住宅都市局 

公園緑地部緑化推進課長 

大原 亨 

よろしくお願いします      

           

緑のコーディネーターで

活躍中の沖本 円さんが 

４月から（財）福岡市 

森と緑のまちづくり協会 

森と緑課推進係で一緒に

勤務するようになりまし

た。 

桜吹雪の下で楽しくお花見 咲き始めの夫婦桜 

  ★４月より都市整備局が建築局といっしょになり、住宅都市局になりました★ 


